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佐
藤　

章

紛
争
と
経
済
復
興
─
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
内
戦
の
事
例
か
ら

　

経
済
復
興
は
紛
争
後
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で

あ
る
。
内
戦
が
国
民
経
済
や
地
域
経
済
に
多
大
な

打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
内

戦
と
経
済
の
関
係
は
決
し
て
一
様
で
は
な
い
。
破

壊
や
悪
影
響
の
程
度
、
質
、
及
ぶ
範
囲
は
、
戦
況

や
そ
の
国
の
既
存
の
条
件
な
ど
に
応
じ
て
、
様
々

に
変
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
経
済
復
興
の
課

題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
破
壊
と
悪
影
響
が
生
じ
て
い
た
か
を
把
握
し
、

そ
の
特
徴
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
と
な
る
。
本
稿

で
は
、
以
上
の
見
地
に
立
ち
、
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ

ワ
ー
ル
内
戦
を
事
例
に
し
て
、
そ
こ
で
の
経
済
復

興
の
焦
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

●
内
戦
の
経
済
へ
の
影
響

　

二
〇
〇
二
年
九
月
一
九
日
に
勃
発
し
た
コ
ー
ト

デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
内
戦
で
は
、「
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ

ワ
ー
ル
愛
国
運
動
」（
Ｍ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
を
中
核
と
す

る
反
乱
軍
三
派
が
国
土
の
北
半
分
を
支
配
し
、
政

府
側
と
対
峙
す
る
構
図
が
続
い
て
き
た
。
国
際
的

な
仲
介
者
の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
結
果
、

二
〇
〇
三
年
一
月
に
は
和
平
合
意
が
締
結
さ
れ
た

も
の
の
、
そ
の
後
の
履
行
プ
ロ
セ
ス
は
停
滞
し
、

内
戦
は
長
期
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。
た
だ
、

フ
ラ
ン
ス
、
西
ア
フ
リ
カ
諸
国
経
済
共
同
体
（
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
）、
国
連
の
停
戦
監
視
軍
の
駐
留
が

奏
功
し
、
戦
闘
自
体
は
総
じ
て
抑
止
さ
れ
て
き
た
。

　

反
乱
軍
が
北
部
を
支
配
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
土
を
南
北
に
縦
断
す
る
流
通
の
大
動
脈
（
幹
線

道
路
と
鉄
道
）
が
寸
断
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
内
の

経
済
活
動
だ
け
で
な
く
、
海
外
と
の
貿
易
を
コ
ー

ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
港
に
依
存
す
る
内
陸
国
（
ブ

ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
マ
リ
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
）
に
も
深

刻
な
打
撃
を
与
え
た
。
反
乱
軍
支
配
下
に
入
っ
た

北
部
で
は
、
物
資
や
現
金
の
不
足
、
四
〇
万
人
以

上
も
の
国
内
避
難
民
の
流
出
、
行
政
サ
ー
ヴ
ィ
ス

の
停
止
な
ど
に
よ
り
、
フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
の
活
動

は
壊
滅
状
態
に
陥
っ
た
。

　

最
大
都
市
ア
ビ
ジ
ャ
ン
は
政
府
側
の
勢
力
圏
内

に
と
ど
ま
っ
た
が
、
政
情
の
不
安
定
化
や
反
仏
暴

動
な
ど
に
よ
る
治
安
の
悪
化
を
理
由
に
、
経
済
の

要
を
占
め
る
フ
ラ
ン
ス
系
企
業
が
相
次
い
で
業
務

縮
小
や
撤
退
に
追
い
込
ま
れ
た
。
経
済
活
動
の
縮

小
は
数
万
人
に
上
る
失
業
者
を
生
み
出
し
、
貧
困

線
以
下
で
生
活
す
る
者
の
比
率
は
、
内
戦
勃
発
前

の
三
八
％
か
ら
、
勃
発
か
ら
二
年
目
の
二
〇
〇
四

年
に
は
四
四
％
に
ま
で
急
激
に
悪
化
し
た
。

　

さ
ら
に
歳
入
減
と
戦
費
支
出
は
国
家
財
政
を
極

度
に
圧
迫
し
た
。
早
く
も
内
戦
勃
発
翌
年
に
は
財

政
赤
字
は
国
家
予
算
の
一
割
近
く
の
規
模
ま
で
膨

ら
み
、
対
外
債
務
の
返
済
が
滞
っ
た
こ
と
で
、
援

助
資
金
の
供
与
も
停
止
さ
れ
る
と
い
う
悪
循
環
が

生
じ
た
。
こ
こ
数
年
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
全
般
的

に
好
調
な
経
済
成
長
が
み
ら
れ
、
年
間
成
長
率
が

五
～
六
％
に
達
す
る
国
も
多
い
が
、
コ
ー
ト
デ
ィ

ヴ
ォ
ワ
ー
ル
を
含
む
フ
ラ
ン
圏
の
成
長
率
は
、

二
〇
〇
六
年
に
は
二・
七
％
に
と
ど
ま
る
な
ど
相

対
的
に
伸
び
率
が
小
さ
い
。
そ
の
一
因
に
、
フ
ラ

ン
圏
を
代
表
す
る
経
済
大
国
で
あ
る
コ
ー
ト
デ
ィ

ヴ
ォ
ワ
ー
ル
で
の
内
戦
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。●

内
戦
期
経
済
の
も
う
一
つ
の
顔

　

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
深
刻
な
影
響
と
は
裏
腹
に
、

内
戦
期
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
経
済
は
マ
ク
ロ

経
済
の
「
堅
調
さ
」
と
い
う
意
外
な
一
面
を
見
せ

た
。
図
１
は
、
近
年
に
大
規
模
な
内
戦
を
経
験
し

た
ア
フ
リ
カ
の
主
な
国
で
の
内
戦
期
の
国
内
総
生

産
の
推
移
を
ま
と
め
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
Ｙ
軸
に

は
国
内
総
生
産
（
内
戦
勃
発
前
年
の
実
質
国
内
総

生
産
を
一
〇
〇
と
し
た
指
数
で
表
示
）
を
、
Ｘ
軸

に
は
内
戦
の
勃
発
か
ら
終
結
ま
で
の
経
過
年
数
を
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図１　アフリカの主な紛争国における内戦勃発後の国内総生産（実質）の推移

（出所）�EIU, Country Report の
各国版・各号、African 
Development Indicators 
1994/95 に基づき筆者
作成。
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示
し
て
い
る
。

　

ル
ワ
ン
ダ
で
は
、
大
虐
殺
が
あ
っ
た
年
（
勃
発

か
ら
五
年
目
）
に
は
、
勃
発
前
年
の
半
分
以
下
の

水
準
へ
と
総
生
産
が
落
ち
込
ん
で
い
る
。
ブ
ル
ン

ジ
で
は
慢
性
的
な
不
安
定
化
に
よ
り
、
勃
発
前
年

の
総
生
産
の
七
割
近
く
の
水
準
ま
で
低
下
し
た
状

態
が
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
し
た
。
コ
ン
ゴ
民
主

共
和
国
（
Ｄ
Ｒ
Ｃ
）
の
第
二
次
内
戦
や
シ
エ
ラ
レ

オ
ネ
で
は
、
情
勢
の
好
転
に
よ
っ
て
総
生
産
が
紛

争
前
の
水
準
に
回
復
す
る
ま
で
長
い
時
間
を
要
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

内
戦
で
は
、
総
生
産
の
縮
小
幅
が
他
の
国
々
と
比

較
し
て
目
立
っ
て
小
幅
（
勃
発
翌
年
の
三・
三
％

減
が
最
大
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
う
え
、
勃
発
五

年
目
に
は
早
く
も
勃
発
前
年
の
水
準
を
回
復
し
て

い
る
。

　

こ
の
「
堅
調
」
さ
に
は
二
つ
の
要
因
が
あ
る
。

ま
ず
、
経
済
の
基
軸
で
あ
る
コ
コ
ア
部
門
に
深
刻

な
被
害
が
生
じ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
経
済
は
、
独
立
以
来
、

輸
出
指
向
型
農
業
に
立
脚
し
て
き
た
が
、
主
産
品

で
あ
る
コ
コ
ア
の
生
産
地
が
あ
る
南
部
の
熱
帯
林

地
帯
は
、
総
じ
て
政
府
側
の
支
配
地
に
と
ど
ま
っ

た
。
戦
闘
も
、
西
部
地
域
を
除
け
ば
、
い
く
つ
か

の
拠
点
を
め
ぐ
る
攻
防
に
と
ど
ま
り
、
果
樹
園
に

被
害
が
出
て
い
な
い
。
こ
の
結
果
、
内
戦
勃
発
以

後
も
、
コ
コ
ア
輸
出
は
一
貫
し
て
二
〇
～
二
三
億

ド
ル
と
い
う
高
水
準
が
維
持
さ
れ
た
。
も
う
ひ
と

つ
の
要
因
は
石
油
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
後
半

以
降
休
眠
状
態
に
あ
っ
た
沖
合
油
田
の
操
業
が
再

開
さ
れ
、
生
産
が
急
増
し
た
。
二
〇
〇
五
年
の
原

油
輸
出
額
は
、
コ
コ
ア
に
匹
敵
す
る
二
〇
億
ド
ル

に
達
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
経
済
の
基
軸
部
門
が
麻
痺
せ
ず
に

機
能
を
続
け
た
こ
と
に
よ
り
、
国
家
は
、
経
済
的

な
基
盤
を
さ
し
あ
た
り
維
持
し
、
国
家
機
構
の
崩

壊
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
態
に
直
面
せ
ず
に
済
ん

だ
と
い
え
る
。
経
済
復
興
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

経
済
の
基
軸
部
門
に
関
し
て
は
さ
し
あ
た
り
大
き

な
問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

●
格
差
是
正―

復
興
課
題
の
焦
点

　

で
は
、
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
に
お
け
る
経

済
復
興
の
焦
点
は
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
は
、
反
乱
軍
支
配
と
治
安
の
悪
化
に
よ
っ
て
状

況
が
極
度
に
悪
化
し
た
北
部
と
西
部
、
な
ら
び
に
、

経
済
活
動
の
全
般
的
な
停
滞
に
よ
っ
て
貧
困
層
が
、

こ
の
内
戦
で
と
り
わ
け
深
刻
な
打
撃
を
被
っ
た
と

い
う
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
加
え
て
認
識
し
て
お

く
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
・
階
層
へ
の
打

撃
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

経
済
が
前
述
の
よ
う
に
一
定
の
安
定
性
を
見
せ
た

と
い
う
事
実
で
あ
る
。そ
の
こ
と
は
、コ
ー
ト
デ
ィ

ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
国
民
経
済
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
地
域・階
層
は
十
分
に
統
合
さ
れ
て
い
な
い「
周

辺
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
内
戦
は
、こ
れ
ら
の「
周

辺
」
に
経
済
的
な
犠
牲
が
集
中
す
る
か
た
ち
で
展

開
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
経
済
復
興
の
焦
点
が
、
こ
れ
ら

の
「
周
辺
」
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
経
済
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
貧
困
層
と
北

部
・
西
部
地
域
は
、
内
戦
下
の
数
年
の
間
に
教
育
、

職
業
訓
練
、
収
入
な
ど
の
面
で
と
く
に
不
利
な
状

態
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
、
も

と
か
ら
存
在
し
た
格
差
を
よ
り
永
続
化
さ
せ
た
り
、

程
度
を
悪
化
さ
せ
る
怖
れ
は
大
き
い
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
の
地
域
・
階
層
を
最
優
先
し
た
経
済

復
興
の
取
り
組
み
は
、
単
に
紛
争
前
水
準
の
回
復

を
目
標
と
す
る
の
で
は
な
く
、
貧
困
削
減
と
地
域

開
発
に
関
す
る
中
長
期
的
な
展
望
も
考
慮
に
入
れ

て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
格
差
の
是
正

は
、
安
定
の
確
立
に
寄
与
し
う
る
一
つ
の
条
件
と

し
て
、
紛
争
予
防
の
観
点
に
照
ら
し
て
も
大
き
な

意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　

内
戦
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
七
年
三
月
に
合
法

政
府
の
大
統
領
と
反
乱
軍
ト
ッ
プ
の
直
接
会
談
が

成
功
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
停
滞
し
て
き
た
和
平

プ
ロ
セ
ス
が
よ
う
や
く
進
展
し
始
め
、
以
後
、
選

挙
実
施
に
向
け
た
動
き
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
き

て
い
る
。
こ
の
状
況
下
で
、
当
面
の
和
平
努
力
は
、

二
〇
〇
八
年
一
一
月
末
に
予
定
さ
れ
た
大
統
領
選

挙
の
成
否
に
注
が
れ
ざ
る
を
え
ず
、
格
差
是
正
に

向
け
た
取
り
組
み
は
、
紛
争
後
に
誕
生
す
る
政
権

に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

む
ろ
ん
、
格
差
是
正
は
容
易
な
課
題
で
は
な
い
。

北
部
・
西
部
の
開
発
と
貧
困
層
の
削
減
は
と
も
に
、

内
戦
勃
発
以
前
か
ら
国
家
的
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
効
果
が
上
が
っ
て
い

な
い
課
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
大
き
な
責
務
を
背

負
っ
た
次
の
政
権
の
取
り
組
み
が
注
視
さ
れ
る
。

（
さ
と
う　

あ
き
ら
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）


